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為替差損：円高による外貨債権、外貨預金等の評価替えによるもの。為替差損：円高による外貨債権、外貨預金等の評価替えによるもの。
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当社の業績にインパクトのある通貨はUS$、CHF、CNY、EUR当社の業績にイン クトのある通貨はUS$、CHF、CNY、EUR
2016年1～6月の各通貨の平均為替レート実績は前提との乖離が2～5%であり、当社
への影響も限定的。よって為替前提を含めて計画の変更を行わず。
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このセグメントの主力事業である精密減速機は増収計画も、2015年10～12月期のロこのセグメントの主力事業である精密減速機は増収計画も、2015年10 12月期の
ボット向け受注が VW問題等を背景として低調であり、上期売上は期首計画に対して
減収。

また営業利益も国内工場と中国工場の立上による生産能力向上などの成長投資によ
る減価償却費の増加を吸収できずに減益。
いずれも要因が明確であり市場成長が前提にはなるが、将来の収益性には問題がな
いと考えている。
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海運・造船市況低迷にともない、舶用機器の売上は計画に対し20%程度下落の見通海運 造船市況低迷にともない、舶用機器の売上は計画に対し20%程度下落の見通
し。
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販売子会社が計画していたよりも1四半期分早く連結化完了。その分通期計画も上振販売子会社が計画していたよりも1四半期分早く連結化完了。その分通期計画も上振
れる。
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精密減速機：2016年の投資により中国工場の増産投資が完了すると、国内工場と合精密減速機：2016年の投資により中国工場の増産投資が完了すると、国内工場と合
わせた生産能力は年産76万台となり、成長の続く産業ロボット向け精密減速機の2017
年予測に対して10%強の生産余力をもつことになる。
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